
 
 
委員から提出された調査依頼について 

 
 
今までの経緯 
 
平成１７年２月３日 
谷委員から庶務へ以下の内容について調査依頼 

 
「大和川の魚相の歴史的なデータに関する漁業組合等への聞き取り記録があれば、 
調べておいてもらえれば幸いです。」 

 
 
 
 
平成１７年２月２３日 
井上委員長から河川管理者へ以下に示す同種あるいは類似の資料提供の依頼 
  
「大和川の魚相（アユを限定としたもの）の歴史的なデータに関する、漁協組合等への

聞き取り記録」 
 
 
 
 
平成１７年５月３１日 
河川管理者から井上委員長へ「２月２３日付けの資料提供の依頼」に対する回答 

 
回答内容については      を参照 

第６回大和川流域委員会
（Ｈ17.6.14） 
庶務資料 

別紙 



 

 





別紙 
 
「大和川の魚相の歴史的なデータに関する漁協組合等への聞き取り記録について」の回答 
 
流域委員会の討議で問題となった魚相はアユに関することであったので、これについて回

答します。 
１．アユの天然遡上について 
漁業関係者※に対する聞き取り調査※の結果は下記のとおりです。 
・ 「アユについては、過去（２０年前頃 ：昭和５０年）には天然遡上が見られたが、近年は

ほとんどないと思われる。」 
※大和川水域河川漁業協同組合長 
※河川水辺の国勢調査（平成７年度調査）に付随して実施 
なお、その他の生物調査では、アユに関する聞き取りを行っていません。 

 
２．アユの放流について 
大阪府及び奈良県の水産部局に確認したところ、アユの稚魚の放流に関して下記の

回答を得ています。 
（大阪府環境農林水産部水産課） 
・ 「昭和３９年からのアユ放流量は明らかであるが、それ以前についてはわからない。しか

しながら、大阪府漁業史（大阪府漁業史編さん協議会）では、『昭和２６年以降４１年まで

の統計が明らかではないが（中略）漁業法に基づいて毎年増殖がおこなわれていた。』と

いう記述がある。また、『昭和３０年代に天然遡上の見られなくなったアユ』との記述があ

る。」 
（奈良県農業水産振興課） 
・ 「いつから放流していたかは不明である。」 

 
 


